
基底核を発動する連体修飾の検証

一 寺村秀夫の用例を対象にして一

樋 野 幸 男

0.は じめ に

筆者は、本稿に先行 して日本語における連体修飾(節)の 構造を考察 した。寺村秀夫を嗜矢 とす

る先達が論究しなかった視点か ら 《基底核》という概念を規定 して、 《総体修飾/基 底核修飾》

という2っ の構造を提案 した。その詳細は、拙稿 「基底核を発動す る連体修飾の幻影」(『 富山

大学人文学部叢書皿 人文知のカレイ ドスコープ』pp2-14、2020年3月 、桂書房(富 山市)刊)を

参照 されたい。

本稿では、拙稿において幅広 く用例を採取 して検証ができなかったことを補完するため、寺村

秀夫 「連体修飾のシンタクスと意味一その1～ その4-」(『 日本語 ・日本文化』4～7号 、1975-

78年、本稿は 『寺村秀夫論文集1一 日本語文法編一』(pp.157-320、1992年 、 くろしお出版刊)に

よる。)が 「外の関係」の多岐にわたって収集 した用例を検証 していく。

検証する対象は、そのうち、連体修飾節 と被修飾名詞(以 下、主名詞 と呼ぶ。)とが直接する用

例に限定する。(「太郎が花子と結婚したという事実」の 「という」および 「たあの」 ・「だけの」

を挿入する用例は、除外する。)「寺村秀夫の用例を分析する表」に分析の結果を掲載 して、要点

を簡潔に解説する。拙稿の提案に関する資料が提示できれば、本稿の目的が達成されたものとす

る。 さらなる考察は、今後の課題 とする。

1.「 寺村秀夫の用例 を分析 する表」凡例

〔頁/Nα 〕:寺 村 「連体修飾のシンタクスと意味一その3-5.外 の関係」(前掲pp.261-296)

に掲載された用例のページ数、および、用例の番号。

〔寺村秀夫の用例および備考〕:上記 に掲載された用例。(全 文、出典は省略 した。)下線 ・二重

下線で表示 された修飾節 と主名詞は、[(修飾節)][(主 名詞)]の 形式で表示 した。寺村の認定に

従ったが、筆者が修飾節の認定を修正 した用例がある。(備 考に記 した。)

備考は、それぞれの用例に関する解説を記 した。

〔主名詞〕:寺 村が対象 とした主名詞。(1っ の用例 に複数の連体修飾が含 まれる場合、寺村が

対象 としたものを本稿 も採 り上 げた。)

〔主 体〕:あ る名詞句(概 念)に 付随する別の名詞句(概 念)が存するとき、前者(例:「 人間」)を

後者(例:「 性格」)の《主体》 と呼ぶことにする。そして、基底核修飾における主名詞 とその基底

核 との関係をみると、基底核が主名詞の主体となることが支配的であるといえる。ただし、恒常

的主体関係と、個別の文脈における臨時的主体関係とがある。(拙 稿では 「主体」にっいて述べ

ていない。)こ の項目で は、上述の主体関係の状況を記 した。恒常的主体関係:○ 、臨時的主体

関係:● 、事象付与作用 となるゼロ基底核(=φ 、〔基底核にっいて〕を参照。)との関係:△ 、主

体関係が認められない:× 、と表示 した。

〔基底核〕:基 底核修飾 を形成する主名詞を存立 させるために不可欠なのが基底核である。基底

核として提示 した名詞句(な ど)は、相当する概念を暫定的に掲げたもので、厳密にそれであるこ
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とを要求 しない。また、修飾節の述語の項を基底核 と認定す るとき、それを 《重複基底核》と呼

び、{}に 入れて表示 した。

〔構 造〕:筆 者が提案する連体修飾(節)構 造の区分、総体修飾/基 底核修飾。

〔作 用〕:総 体修飾/基 底核修飾が有する作用の区分、限定/属 性付与/事 象付与。ただし、

基底核修飾の用例については、修飾節が基底核に対する作用の区分を表示 した。

〔関 係〕:寺 村の 「内の関係/外 の関係」の区分で、修飾節の基底核に対する関係を表示 した。

事象付与作用は 「外」 とする。「内外」 は、いずれの性格も有することを意味する。ただし、筆

者が総体修飾と認定する用例 も含まれる。

2.用 例 の分析か ら気 づいたこと、少 々

〔主体にっいて〕主名詞に関 して 《主体》の概念を規定すると、その類型が観察される。それは、

主名詞と基底核(=主 体/非 主体/φ)と の関係である。前述の凡例〔主体〕に4っ の類型を示した。

両者の関係は、主名詞 と修飾節の叙述内容 とによって個々に規定される場合 もあって、普遍的な

関係に限定されない。寺村(71)で は、主名詞「覚え」と基底核「曲」とに主体関係はな く、後者は前

者の単なる対象であるに過ぎない。一方、同(85)で は、主名詞「作用」が基底核=主 体「時間」なく

して存立 しない。主名詞が主体を有するか否かが、構造 ・作用を認定する重要な観点となる。

〔基底核にっいて〕基底核修飾:事 象付与 においては、主名詞が修飾節に対 して事象を要求する。

そのとき、基底事象を形成するため、理論的にゼロ基底核(=φ)が 発動する。また、基底核(≠

φ)が認定できる基底核修飾においても、主名詞の性状によって事象付与の解釈が可能 となるこ

とが多 く、唯一の解釈に確定できないことが本質かもしれない。

〔重複基底核にっいて〕寺村(102)で は、受容者が先行する修飾節の叙述を通過 して「姿」に到達

した時点で、その節の叙述する中核(対 象)=「 宮女たち」が脳内に想起されて基底核が決定する。

単純化 した「宮女たちノ姿」の意味的関係が認識される。(修 飾節の叙述する中核(対 象)は 、ガ格

名詞句に限定されない。ヲ格名詞句をその中核(対 象)と する用例 も確認できる。)一 方、文脈の

支持 もなく叙述の中核(対象)が 見出せない用例では、事象付与 とみなすことになる。 ここでは、

叙述の中核(対 象)を 「宮女たち」以外と理解することが困難なため、事象付与の解釈はできない。

〔「理由 ・原因 ・結果」について〕寺村の 「相対性」名詞のうち、「理由 ・原因 ・結果」等 は、前件

と後件をもっが、両者とも事象付与の構造をとる。ただし、頻出/稀 出の対立があり、後者が有

標的処理をされやすい。寺村(175)は 「…(略)… 、韓国人のこういううらみが凝集 した(a)た あ、

伊藤が暗殺 された(b)(ト イウ)結果にな った。」 と同様の主 旨である。 トイウを挿入 した表現が

多用されるが、挿入 しない表現も適格である。っまり、「結果」 は(a)前件/(b)後 件のいずれも

基底事象 とすることができる。ただ し、(a)が 基底事象となる方が無標的で、(b)が そうなると

きには、 トイウを挿入 して有標性を示唆する必要が生 じると考える。(ト イウは有標性の標識 と

いえる。)

3.お わ りに

分析 した表を通覧すると、筆者が総体修飾と認定するものが8例 も含まれる、寺村は 「外の関

係」 と考えたのにである。本稿は、基底核修飾を中心にその基底核の観点か ら分析を試みた。そ

の結果、寺村秀夫が 「内/外 の関係」を指摘 したのと同様に、表に分析 した様相が見えてきた。

そのような様相、あるいは、関係が見出せるが、その関係を唯一絶対のものであると主張するわ

けではない。筆者 も釈然としないのは、基底核の認定 にっいてだ。そこで、《自然基底核/論 理

基底核》という捉え方を最後に示 して、本稿か ら次稿へっな ぐこととする。
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寺
村
秀
夫
の
用
例
を
分
析
す
る
表

1

頁
Nα

寺
村
秀
夫
の
用
例
お
よ
び
備
考

主
名
詞
主
体
基
底
核
構
造
作
用

脚

関
係

5.
2発
話
、
思
考
の
名
詞
と
そ
の
内
容

27
5
33
心
は
[薄
氷
の
上
を
歩
く
][
思
い
]だ
っ
た
。
【備
考
】
修
飾
節
の
範
囲
を
修
正
。
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

思
い
○
人
基
底
核
限
定
内

27
5
35
自
分
は
[鼠
の
最
後
を
見
る
][
気
]が
し
な
か
っ
た
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

気
○
自
分
基
底
核
限
定
内

5.
3「
コ
ト
」
を
表
わ
す
名
詞
と
そ
の
内
容

5.
3.
1「
事
実
」
「
事
」
「事
件
」
「
話
」
な
ど

27
6
36
[少
納
言
と
彼
女
(紫
式
部
)が
逢
っ
た
][
事
実
]は
、
未
だ
発
見
さ
れ
な
い
。

事
実
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
6
37

一
方
、
我
が
国
の
水
稲
は
北
支
系
に
近
い
事
を
農
学
上
指
摘
す
る
説
が
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
然
し
又
他
方
に
、
[南
方
文

化
要
素
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
、
我
が
古
代
農
耕
文
化
に
普
遍
的
に
伴
つ
て
ゐ
る
][
事
実
]が
あ
り
、
…
…

事
実
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
6
38
彼
は
[九
年
前
九
州
八
幡
に
居
住
し
た
][
事
実
]が
あ
り
、
出
身
は
島
根
県
で
す
。
【備
考
】
修
飾
節
の
範
囲
を
修
正
。
事
実
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
6
39
サ
タ
ー
ン
・
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
[先
週
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の
実
験
中
に
爆
発
し
た
][
事
実
]が
あ
る
。

事
実
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
7
42
彼
ハ
〔九
州
二
住
ン
ダ
][
コ
ト
]ガ
ァ
ル

コ
ト
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
7
43
「片
棒
」
は
[ケ
チ
で
強
欲
な
赤
西
屋
吝
兵
衛
が
三
人
の
息
子
に
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
、
ど
う
い
う
形
で
葬
式
を
す
る

か
き
い
て
み
て
、
気
に
入
っ
た
葬
式
の
提
案
者
に
財
産
を
渡
そ
う
と
す
る
][
話
]で
あ
る
。

話
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
7
44
「
今
昔
物
語
」
に
あ
る
[藤
原
保
昌
が
大
盗
人
袴
垂
保
輔
を
摺
伏
せ
し
め
た
][
話
]は
有
名
で
あ
る
が
…
…

話
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
7
45
[八
百
屋
さ
ん
が
物
陰
で
大
根
に
こ
っ
そ
り
ど
う
を
ぬ
り
っ
け
た
の
を
、
主
婦
が
喜
ん
で
買
っ
て
行
く
][
マ
ン
ガ
]が

あ
っ
た
。

マ
ン
ガ
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
7
47
「
[当
日
券
は
全
部
売
り
切
っ
て
、
補
助
券
を
出
す
][
騒
ぎ
]よ
」
(五
木
寛
之
)

騒
ぎ
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
8
48

(ア
メ
リ
カ
映
画
の
「
あ
る
夜
の
出
来
事
」
と
、
落
語
の
「
お
せ
っ
徳
三
郎
」
と
は
)自
由
な
恋
愛
、
結
婚
と
い
う
も

の
を
通
し
て
、
人
間
解
放
を
よ
び
か
け
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
、
[劇
の
構
成
と
し
て
の
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
結
婚
式
場

か
ら
花
嫁
が
、
自
由
を
も
と
め
て
逃
亡
す
る
][
く
だ
り
]な
ど
、
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

く
だ
り
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

5.
3.
2「

結
果
」
な
ど

27
9
50

皇
漢
二
学
を
中
心
と
す
る
と
い
う
方
針
は
、
東
京
へ
移
っ
て
か
ら
の
大
学
建
設
に
も
貫
か
れ
よ
う
と
し
た
。
/と
こ

ろ
が
こ
れ
は
両
者
の
相
克
の
中
で
、
[社
会
的
な
要
求
を
実
質
的
に
反
映
し
た
洋
学
の
勝
利
に
席
を
ゆ
ず
る
][
結
果
]と

な
っ
た
。

結
果
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

27
9
51

こ
の
数
年
、
ど
う
い
う
わ
け
か
翻
訳
の
注
文
が
っ
ぎ
っ
ぎ
と
重
な
り
、
い
っ
の
間
に
か
[半
職
業
的
な
翻
訳
者
の
末
席

に
名
を
っ
ら
ね
る
][
結
果
]に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
で
一
番
驚
い
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
僕
自
身
か
も

し
れ
な
い
。

結
果

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外
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基
底
核
構
造
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27
9
52

も
し
も
正
式
に
離
婚
が
成
立
し
て
、
万
一
[彼
女
か
ら
慰
籍
料
を
請
求
さ
れ
る
][
破
目
]に
な
っ
た
ら
、
私
に
は
支
払

う
に
足
り
う
る
だ
け
の
財
産
と
い
う
も
の
は
ま
る
で
な
い
の
だ
。
【
備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
「
破
目
」
は

「結
果
」
の
意
味
を
も
っ
が
、
個
人
的
事
件
を
表
現
す
る
た
め
、
限
定
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

破
目

×
私
基
底
核
限
定
内

27
9
53
信
吾
は
会
社
の
宴
会
で
待
合
を
出
る
時
、
[最
後
の
一
台
の
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
芸
者
を
送
る
][
羽
目
コ
に
な
っ
た
。

【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
同
上
。

羽
目

×
信
吾
基
底
核
限
定
内

5.
3.
3「
運
命
」
「宿
命
」
「身
の
上
」
「境
遇
」
な
ど

27
9
54
私
が
い
か
ほ
ど
あ
な
た
を
慕
い
憶
れ
て
も
、
[神
に
究
わ
れ
て
海
中
の
魚
族
に
墜
ち
た
][
身
の
上
]で
は
、
た
だ
煩
悩
の

炎
に
狂
い
、
妄
想
の
奴
隷
と
な
っ
て
、
悶
え
苦
し
む
ば
か
り
な
の
で
す
。

身
の
上
○
私
基
底
核
限
定
内

28
0
55
他
人
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
[自
分
で
も
自
分
を
呪
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
][
運
命
]が
、
た
し
か
に
こ
の
男
を
歪
あ
て
い
た
。
運
命
○
こ
の
男
基
底
核
属
性
付
与
内

28
0
56

で
は
、
推
理
小
説
と
普
通
の
小
説
と
は
、
同
じ
謎
を
扱
い
な
が
ら
ど
こ
が
違
う
か
。
/推
理
小
説
の
場
合
は
、
[最
後

に
何
も
か
も
す
べ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
][
宿
命
]が
あ
る
。
/と
こ
ろ
が
、
普
通
の
小
説
は
、
半
分
ま
で

解
い
て
、
あ
と
の
解
決
が
な
く
て
も
、
一
向
に
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。

宿
命
○
推
理
小
説
基
底
核
属
性
付
与
内

5.
3.
4「
習
慣
」
「
風
習
」
「癖
」
な
ど

28
0
57
漁
師
は
、
[海
上
で
水
死
人
に
で
あ
う
と
、
こ
れ
を
〈
流
れ
仏
〉
と
い
い
、
漁
運
を
さ
ず
け
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
喜

ぶ
][
風
習
]が
あ
る
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

風
習

●
漁
師
基
底
核
限
定
内

28
0
58
こ
の
国
の
婦
人
は
[手
に
虫
蛇
の
模
様
の
入
墨
を
す
る
][
風
習
]が
あ
る
。
【
備
考
】
同
上
。

風
習

●
…
婦
人
基
底
核
限
定
内

28
0
59
旦
那
様
は
お
か
ら
だ
に
い
け
な
い
そ
う
で
、
[普
通
の
お
砂
糖
は
召
上
ら
ぬ
][
習
慣
]で
し
た
。

習
慣

●
旦
那
様
基
底
核
限
定
内

28
0
60
し
か
し
川
島
留
吉
は
[郷
里
か
ら
の
好
意
を
無
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
]唯
質
(タ
チ
)]
だ
っ
た
。

性
質
(タ
チ
)
○
川
島
留
吉
基
底
核
限
定
内

28
0
61
「君
は
、
[喫
っ
た
煙
草
を
、
よ
く
消
さ
な
い
で
捨
て
る
][
性
質
]ら
し
い
な
」

性
質
○
君
基
底
核
限
定
内

28
0
62
ち
か
子
は
[話
に
身
が
入
る
と
、
な
ほ
怒
り
肩
に
な
る
][
癖
]で
…
…

癖
○
ち
か
子
基
底
核
限
定
内

28
1
63
こ
の
事
件
ほ
ど
、
[遺
留
品
が
少
な
い
][
例
]も
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
。
(週
刊
朝
日
19
68
.1
1)

例
●
事
件
基
底
核
限
定
内

28
1
64

[ヂ
を
り
に
誰
っ
た
も
の
で
、
今
日
の
普
通
語
に
な
っ
た
][
例
]は
、
チ
リ
メ
ン
(縮
緬
)で
あ
る
。
玉
勝
間
に
見
え

た
宣
長
翁
の
語
原
解
釈
に
従
へ
ば
、
昔
は
チ
ヂ
メ
ン
と
い
っ
た
ら
う
と
の
こ
と
。
さ
す
れ
ば
こ
れ
も
孤
立
し
た
音
韻
変

化
の
例
に
引
か
れ
よ
う
。

例
●
単
語
基
底
核
限
定
内

28
1
65

旦
那
様
の
召
上
り
物
に
限
っ
て
、
お
砂
糖
だ
け
が
[特
別
の
砂
糖
壺
の
お
砂
糖
を
用
い
る
][
例
]に
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
す
。
【備
考
】
修
飾
節
の
範
囲
を
修
正
。
「
例
」
は
「慣
習
」
に
近
い
。
[用
い
る
][
特
別
の
…
]。
修
飾
節
の
述
語

の
項
が
基
底
核
と
な
る
、
ヲ
格
の
例
。
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
不
特
定
人
物
の
「
例
」
と
な
る
た
め
、
事
象
付
与

と
認
定
し
や
す
い
。
(→
Nα
59
)

例
●
{特
別
の
…
}
基
底
核
限
定
内

5.
3.
5「
歴
史
」
「
過
去
」
「
過
程
」
「記
憶
」
「
夢
」
お
よ
び
そ
の
た
ぐ
い
の
名
詞

28
1
66
[ロ
ー
マ
と
カ
ル
タ
ゴ
が
戦
っ
た
][
歴
史
]。

歴
史
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
1
67

ソ
連
は
[ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
西
部
国
境
の
安
全
を
ね
ら
っ
て
、
反
共
ナ
チ
政
権
と
不
可
侵
条
約
を
結
び
、
東
方
安
全
の
た

め
に
は
、
こ
れ
も
反
共
抗
日
の
国
府
を
援
助
し
た
][
歴
史
]が
あ
る
。
【
備
考
】
こ
の
「
歴
史
」
は
「
経
歴
」
に
近
い
。

事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
た
だ
し
、
修
飾
節
の
叙
述
の
対
象
を
「
ソ
連
」
と
み
れ
ば
、
属
性
付
与
が
妥
当
で
あ
る
。

歴
史
○
ソ
連
基
底
核
属
性
付
与
内
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28
1
68

…
…
と
す
れ
ば
、
[藤
原
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
た
][
過
去
コ
を
持
つ
西
宮
左
府
の
後
喬
が
、
藤
原
文
化
に
抵
抗
を
感
じ
出

す
そ
の
反
映
が
、
武
士
や
庶
民
の
生
活
へ
の
愛
情
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
推
移
で
あ
ろ
う
。

【備
考
】
こ
の
「
過
去
」
は
「経
験
」
に
近
い
。

過
去
○
西
宮
左
府
基
底
核
属
性
付
与
内

28
1
69
大
才
ポ
ッ
プ
で
す
ら
、
[梵
語
と
馬
来
語
と
の
同
系
を
論
じ
て
、
見
事
に
失
敗
し
た
][
経
歴
コ
も
あ
る
。

経
歴
○
ポ
ッ
プ
基
底
核
属
性
付
与
内

28
1
70

[本
堂
よ
こ
の
墓
地
に
、
百
日
紅
が
桃
色
の
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
い
て
、
っ
る
っ
る
し
た
褐
色
の
肌
の
枝
が
、
手

の
と
ど
く
ほ
ど
低
く
、
墓
石
の
頭
す
れ
す
れ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
][
記
憶
]が
あ
る
。
【備
考
】
修
飾
節
の
叙
述
の
対

象
を
「
墓
地
」
と
み
る
解
釈
。
ま
た
、
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
「記
憶
」
の
対
象
と
し
て
の
「
…
墓
地
」
で
、
主
体

関
係
は
成
立
し
な
い
。

記
憶

×
{…
墓
地
}
基
底
核
属
性
付
与
内

28
1
71
ピ
ア
ノ
の
音
は
ま
だ
聞
え
て
い
る
。
そ
れ
は
[幾
度
も
幾
度
も
き
い
た
][
覚
え
]が
あ
る
の
に
、
い
っ
ま
で
も
そ
の
名

が
思
い
出
せ
な
い
曲
の
一
っ
だ
っ
た
。
【備
考
】
「
覚
え
」
の
対
象
と
し
て
の
「
曲
」
で
、
同
上
。

覚
え

×
曲
基
底
核
限
定
内

28
1
72
歌
舞
伎
や
新
派
や
新
劇
と
は
、
感
動
の
深
さ
は
違
っ
て
い
る
が
、
[こ
ん
な
に
心
か
ら
笑
っ
た
][
覚
え
]は
今
ま
で
に
な
い
。
覚
え

×
私
基
底
核
限
定
内

28
2
73
[舞
台
の
上
で
ジ
ミ
ー
ル
イ
ス
が
入
れ
歯
を
失
く
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
吹
け
な
く
な
っ
た
][
夢
]だ
っ
た
。

【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

夢
×
ジ
ミ
ー
ル
イ
ス
基
底
核
限
定
内

28
2
74

[高
貴
な
身
分
に
生
ま
れ
、
幼
時
か
ら
源
氏
に
引
き
と
ら
れ
て
、
次
第
に
女
性
と
し
て
の
美
し
さ
を
増
し
て
円
満
な
人

格
を
作
り
出
す
][
過
程
]は
、
作
者
が
、
せ
め
て
こ
の
よ
う
な
女
性
も
あ
れ
か
し
と
彫
り
上
げ
た
女
性
の
理
想
像
で
あ

ろ
う
。

過
程

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
2
75

「
と
り
か
え
ば
や
」
の
作
者
は
男
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
[宰
相
に
男
装
を
見
破
ら
れ
た
女
君
が
、
宰
相
に
肉
体
を
許
し
て

か
ら
次
第
に
女
心
に
め
ざ
め
て
行
く
][
過
程
]は
、
男
で
は
到
底
か
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
っ
け

加
え
て
お
こ
う
。

過
程
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

5.
3.
6「
可
能
性
」
お
よ
び
そ
の
同
類

28
2
76
[中
国
が
西
独
の
核
技
術
導
入
を
は
か
る
][
可
能
性
]が
あ
る
。
(朝
日
新
聞
)

可
能
性
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
2
77
[江
南
海
岸
の
住
民
が
何
か
の
事
情
で
団
体
的
に
倭
国
海
岸
に
漂
着
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
][
公
算
]が
多
い
。
公
算

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
2
78
彼
女
は
さ
し
あ
た
り
、
[強
い
て
抑
え
付
け
よ
う
と
す
れ
ば
反
動
的
に
激
発
す
る
][
恐
れ
]も
あ
る
。
【備
考
】
「
恐
れ
」

は
「悪
事
の
可
能
性
」
の
意
味
。

恐
れ

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
2
79
彼
女
の
怖
れ
は
、
[今
こ
こ
で
、
接
吻
し
た
り
、
も
う
一
度
抱
擁
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
金
田
に
仕
出
か
さ
れ
る
]

肺
れ
]に
変
っ
て
い
た
。
【
備
考
】
[(
彼
女
ガ
)…
…
仕
出
か
さ
れ
る
][
怖
れ
]

怖
れ
○
彼
女
基
底
核
限
定
内

28
2
80
[獅
子
に
襲
わ
れ
る
][
憂
い
]も
な
く
、
(下
に
っ
つ
く
)【
備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

憂
い
○
人
基
底
核
限
定
内

28
2
80
[蛮
族
に
お
び
や
か
さ
れ
る
][
心
配
]も
な
い
。
【備
考
】
同
上
。

心
配
○
人
基
底
核
限
定
内

28
2
81

東
京
・
京
都
の
場
合
は
市
街
地
の
真
中
だ
け
に
犯
行
後
、
人
の
流
れ
の
中
に
素
早
く
身
を
隠
せ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

そ
の
半
面
、
[い
っ
闇
の
中
や
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
犯
行
現
場
を
目
撃
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
][
危
険
性
]も
あ
る
わ
け
だ
。

【
備
考
】
「
危
険
性
」
は
客
観
的
判
断
に
よ
る
表
現
だ
が
、
「
危
険
に
対
す
る
感
受
性
」
と
み
な
す
。
事
象
付
与
の
解
釈

も
可
能
。

危
険
性
○
犯
人
基
底
核
限
定
内
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5.
3.
7「
作
業
」
「仕
事
」
「
役
割
」
な
ど

28
3
82
こ
ん
ど
設
置
さ
れ
る
「
呼
出
し
機
」
は
、
[全
議
員
に
い
っ
せ
い
に
電
話
が
か
か
り
、
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
回
し
っ
づ
け

る
〕
[仕
掛
け
]に
な
っ
て
い
る
。
【
備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
基
底
核
に
関
す
る
「
鼻
ガ
長
イ
象
」
型
。
仕
掛
け
○
呼
出
し
機
基
底
核
限
定
内
外

28
3
83
[軍
艦
マ
ー
チ
が
流
れ
た
ら
、
身
に
憶
え
の
あ
る
者
は
素
早
く
姿
を
隠
す
][
仕
組
み
]だ
っ
た
。
【
備
考
】
同
上
。
基

底
核
に
関
す
る
「
鼻
ガ
長
イ
象
」
型
。

仕
組
み
○
組
織
基
底
核
限
定
内
外

28
3
84
水
替
人
足
は
[坑
内
に
湧
き
出
る
水
を
鉄
桶
で
汲
み
上
げ
、
手
繰
り
や
車
引
き
で
段
々
に
上
に
あ
げ
て
外
に
流
し
出
す
]

[作
業
]だ
っ
た
。

作
業

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
3
85
私
は
、
時
間
と
い
う
も
の
に
[人
間
の
心
を
次
第
に
腐
蝕
し
て
行
く
][
作
用
]が
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

作
用
○
時
間
基
底
核
限
定
内

28
3
87

一
昨
年
か
ら
店
頭
で
売
る
だ
け
で
な
く
、
二
階
に
座
敷
を
三
っ
ほ
ど
増
築
し
、
そ
こ
で
[ス
キ
焼
な
ど
の
料
理
を
出
す
]

[商
売
]を
は
じ
め
た
。

商
売
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
3
88
武
士
は
[剣
戟
を
事
と
す
る
][
商
売
]で
あ
る
。

商
売
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
3
89
和
尚
は
頓
智
が
す
ぐ
れ
た
人
で
[狂
歌
を
っ
く
る
][
余
技
]が
あ
っ
た
。

余
技
○
和
尚
基
底
核
属
性
付
与
内

5.
3.
8「
方
法
」
「
準
備
」
「
資
格
」
「
目
的
」
そ
の
他
、
内
容
の
修
飾
節
が
「
…
…
ス
ル
タ
メ
ノ
」
あ
る
い
は
「
…
…

ス
ル
ダ
ケ
ノ
」
と
い
う
こ
と
を
表
わ
す
場
合

28
3
90
[少
数
党
が
多
数
党
に
対
抗
す
る
][
方
法
]は
基
本
的
に
は
言
論
で
あ
る
。
【
備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

方
法

●
{少
数
党
}
基
底
核
限
定
内

28
3
91
私
た
ち
が
[リ
ヨ
ン
へ
入
る
][
準
備
]を
し
て
い
た
九
月
一
日
の
未
明
…
…
【備
考
】
同
上
。

準
備

●
私
た
ち
基
底
核
限
定
内

28
3
92
巨
人
が
七
回
に
宮
田
を
送
っ
た
の
は
、
[一
点
で
逃
げ
こ
む
][
策
]で
あ
る
。
【備
考
】
同
上
。

策
●
巨
人
基
底
核
限
定
内

28
3
93
[こ
の
指
跡
の
渦
を
、
紙
に
写
し
と
る
][
算
段
]は
御
座
い
ま
す
か
。
【備
考
】
同
上
。

算
段

●
あ
な
た
基
底
核
限
定
内

28
3
94
[ど
ん
な
に
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
]、
く
み
は
、
[当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
][
修
練
]を
積
ん
で
い
た
。

【
備
考
】
同
上
。

修
練

●
く
み
基
底
核
限
定
内

28
4
95
[稲
作
の
み
の
り
を
祝
う
][
行
事
]が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
も
…
…
【
備
考
】
属
性
叙
述
文
が
成
立
す
る
。
「
鼻
ガ
長

イ
象
」
型
。

行
事

一
一

総
体
限
定
外

28
4
96
よ
せ
。
お
前
に
は
[人
を
愛
す
る
][
資
格
]な
ん
か
な
い
筈
だ
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

資
格

●
お
前
基
底
核
限
定
内

28
4
97
[そ
れ
を
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
る
][
力
]は
も
う
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
【
備
考
】
同
上
。

力
○
人
基
底
核
限
定
内

28
4
10
0
俺
に
は
、
「俺
は
も
う
お
前
が
い
や
に
な
っ
た
」
と
、
女
に
面
と
向
か
っ
て
言
い
切
る
だ
け
の
勇
気
は
お
ろ
か
、
[そ
う

考
え
る
][
勇
気
]さ
え
も
な
か
っ
た
。

勇
気
○
俺
基
底
核
限
定
内

28
4
10
1
も
と
も
と
二
人
は
恋
人
で
も
な
ん
で
も
な
い
か
ら
こ
そ
、
[恋
仲
ら
し
く
見
せ
る
][
必
要
]が
あ
る
の
で
す
。
【
備
考
】

事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

必
要

●
二
人
基
底
核
限
定
内

5.
4感
覚
の
名
詞
と
そ
の
感
覚
の
内
容

28
5
10
2
[宮
女
た
ち
が
群
っ
て
水
を
掬
み
、
布
を
洗
っ
て
い
た
][
姿
]も
画
の
よ
う
に
想
像
で
き
る
。
【
備
考
】
修
飾
節
の
述

語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

姿
○
{宮
女
た
ち
}
基
底
核
限
定
内
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28
5
10
3
十
三
世
紀
初
頭
に
書
か
れ
た
「無
名
抄
」
に
は
、
[琵
琶
法
師
が
小
盲
目
を
連
れ
て
、
東
海
道
を
鎌
倉
へ
と
下
っ
て
行
く
]

[姿
コ
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
【
備
考
】
同
上
。

姿
○
{琵
琶
法
師
}
基
底
核
限
定
内

28
5
10
4
初
子
は
最
後
に
、
愛
に
見
せ
か
け
た
微
笑
を
投
げ
る
と
、
さ
っ
さ
と
そ
こ
を
出
た
。
[う
し
ろ
の
ほ
う
で
山
根
の
突
っ
立
っ

て
い
る
][
姿
]を
背
中
で
意
識
し
た
。
【備
考
】
修
飾
節
の
範
囲
を
修
正
。
同
上
。

姿
○
{山
根
}
基
底
核
限
定
内

28
5
10
5
私
は
そ
れ
を
見
た
と
は
云
は
な
い
が
、
[暗
い
茶
碗
の
内
側
に
泡
立
っ
て
ゐ
る
鶯
い
ろ
の
茶
の
中
へ
、
白
い
あ
た
た
か
い

乳
が
ほ
と
ば
し
り
、
滴
た
り
を
残
し
て
納
ま
る
][
さ
ま
]、
(下
に
っ
つ
く
)【
備
考
】
同
上
。

さ
ま

○
{…
乳
}
基
底
核
限
定
内

28
5
10
5
[静
寂
な
茶
の
お
も
て
が
こ
の
白
い
乳
に
濁
っ
て
泡
立
つ
][
さ
ま
]を
、
眼
前
に
見
る
よ
う
に
あ
り
あ
り
と
感
じ
た
の

で
あ
る
。
【備
考
】
同
上
。

さ
ま
○
{…
お
も
て
}
基
底
核
限
定
内

28
6
10
6
自
分
は
い
も
り
を
驚
か
し
て
水
へ
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
。
[不
器
用
に
か
ら
だ
を
振
り
な
が
ら
歩
く
][
形
]が
想
わ
れ
た
。
形

○
い
も
り
基
底
核
限
定
内

28
6
10
7
生
前
[検
校
が
ま
め
ま
め
し
く
師
に
っ
か
え
て
影
の
形
に
添
う
よ
う
に
雇
従
し
て
い
た
][
有
様
]が
偲
ば
れ
…
…

【
備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

有
様
○
{検
校
}
基
底
核
限
定
内

28
6
10
8
[だ
れ
か
が
病
室
の
扉
を
そ
っ
と
開
け
る
][
気
配
]が
す
る
。
【備
考
】
同
上
。

気
配

○
{だ
れ
か
}
基
底
核
限
定
内

28
6
10
9
[な
か
の
女
達
が
い
っ
せ
い
に
振
り
向
い
た
][
け
は
ひ
]で
、
菊
治
は
赤
く
な
り
な
が
ら
…
…
【
備
考
】
同
上
。

け
は
ひ
○
{…
女
達
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
0
聖
堂
で
も
私
は
[自
分
に
与
え
ら
れ
た
影
像
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
し
た
が
っ
て
敬
度
に
祈
る
][
ふ
り
]を
し
て
い
た
。

ふ
り
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
6
11
1

藤
惣
と
よ
ぶ
囚
人
が
あ
る
日
の
午
後
、
自
分
た
ち
の
牢
の
小
さ
な
窓
に
顔
を
押
し
あ
て
て
い
る
と
、
[二
人
の
や
せ
こ
け

た
子
供
が
蜻
蛉
を
っ
か
ま
え
、
そ
れ
を
口
に
運
ん
で
い
る
][
先
景
]が
見
え
た
。
/子
供
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
食
事
ら

し
い
食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
で
わ
か
っ
た
。
【備
考
】
修
飾
節
の
叙
述
の
対
象
を
基
底
核
「
子
供

た
ち
」
と
み
る
と
、
属
性
付
与
と
な
る
。

先
景
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
6
11
2

[ア
ベ
ッ
ク
で
来
て
、
彼
は
中
ジ
ョ
ッ
キ
、
彼
女
は
大
ジ
ョ
ッ
キ
を
前
に
し
て
む
つ
ま
じ
く
語
り
合
っ
て
い
る
][
風
景
]

も
珍
し
く
な
い
。
【
備
考
】
主
名
詞
「
風
景
」
か
ら
、
修
飾
節
の
叙
述
の
対
象
を
基
底
核
「
飲
食
店
」
と
み
る
こ
と
も

で
き
、
解
釈
が
変
動
す
る
。
ま
た
、
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

風
景
○
{彼
・
彼
女
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
3
[肩
を
叩
い
た
り
握
手
を
し
た
り
す
る
][
シ
ー
ン
]が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。
シ
ー
ン
○
人
々
基
底
核
限
定
内

28
6
11
4
彼
ら
は
[緊
張
感
の
中
に
も
、
干
渉
の
な
い
解
放
さ
れ
た
合
宿
生
活
を
、
む
し
ろ
楽
し
ん
で
い
る
][
空
気
]さ
え
あ
っ

た
。
【備
考
】
「空
気
」
は
「雰
囲
気
」
に
近
い
。

空
気
○
彼
ら
基
底
核
限
定
内

28
6
11
5
[紅
衛
兵
が
線
路
の
上
を
歩
い
て
い
る
][
写
真
]。
【備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

写
真
○
{紅
衛
兵
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
6
[大
き
な
眼
の
女
性
が
扇
を
手
に
し
て
か
す
か
に
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
][
絵
]。
【
備
考
】
同
上
。

絵
○
{…
女
性
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
7
そ
の
っ
ど
[牧
野
さ
ん
の
苦
笑
い
す
る
][
顔
]が
目
に
浮
か
び
…
…
【
備
考
】
同
上
。

顔
○
{牧
野
さ
ん
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
8
冬
に
な
る
と
流
石
に
箱
か
ら
出
さ
れ
た
が
朝
夕
が
寒
か
っ
た
。
裏
山
で
[な
に
か
が
弾
け
る
よ
う
な
][
音
]が
し
た
。

(下
に
っ
つ
く
)【
備
考
】
同
上
。

音
○
{な
に
か
}
基
底
核
限
定
内

28
6
11
8
[樹
の
枝
が
冷
気
で
折
れ
る
][
音
]だ
。
【
備
考
】
同
上
。

音
○
{樹
の
枝
}
基
底
核
限
定
内

28
7
11
9
[誰
か
唐
紙
の
向
う
を
通
る
][
建
音
]を
【
備
考
】
同
上
。

鴛
音

○
{誰
か
}
基
底
核
限
定
内

28
7
12
0
[覚
円
尼
が
、
お
め
、
お
く
み
か
、
と
い
っ
た
][
声
]が

【備
考
】
同
上
。

声
○
{覚
円
尼
}
基
底
核
限
定
内
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28
7
12
1
[魚
の
焼
け
る
][
匂
い
]【
備
考
】
同
上
。

匂
い
○

{魚
}
基
底
核
限
定
内

28
7
12
2
[誰
か
が
魚
を
焼
い
て
い
る
][
匂
い
]【
備
考
】
同
上
、
ヲ
格
の
例
。
原
文
に
は
修
飾
節
/主
名
詞
の
標
示
が
な
い
。

匂
い
○
{魚
}
基
底
核
限
定
内

28
7
12
3
[玉
子
の
腐
っ
た
][
匂
い
]【
備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

匂
い
○
{玉
子
}
基
底
核
限
定
内

28
7
12
4
[誰
か
が
葉
巻
を
吸
っ
て
い
る
][
匂
い
]【
備
考
】
同
上
、
ヲ
格
の
例
。
原
文
に
は
修
飾
節
/主
名
詞
の
標
示
が
な

い
。

匂
い
○
{葉
巻
}
基
底
核
限
定
内

28
7
12
5
パ
ジ
ャ
マ
の
上
衣
を
と
る
と
、
ひ
や
り
と
し
た
空
気
が
肌
に
し
み
る
。
左
手
を
あ
げ
て
、
私
は
[看
護
婦
の
カ
ミ
ソ
リ

が
腋
を
動
く
][
感
触
]を
笑
い
を
こ
ら
え
な
が
ら
我
慢
す
る
。
【
備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

感
触

●
{…
カ
ミ
ソ
リ
}
基
底
核
限
定
内

5.
5「
相
対
性
」
の
名
詞
と
、
そ
の
相
対
概
念
の
補
充
(「
逆
補
充
」
)

28
7
12
6
[近
代
教
育
の
制
度
や
内
容
を
西
洋
の
モ
デ
ル
に
し
た
が
っ
て
、
っ
く
り
出
そ
う
と
し
た
][
結
果
]は
、
か
え
っ
て
、

内
か
ら
の
変
革
の
力
を
弱
め
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

結
果
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

28
7
12
7
[私
タ
チ
ガ
勉
強
ヲ
シ
テ
イ
ル
][
上
]デ
誰
カ
ガ
柔
道
ノ
練
習
ヲ
シ
テ
イ
タ
【備
考
】
寺
村
が
名
詞
の
「
相
対
性
」
を

指
摘
す
る
用
例
。

上
○
空
間
基
底
核
限
定
内

28
8
12
8
息
を
の
ん
で
急
停
車
。
[砕
け
る
よ
う
に
タ
イ
ヤ
の
き
し
む
][
前
]を
、
右
手
の
雑
木
林
か
ら
と
び
だ
し
た
若
い
女
は
…
…

左
手
の
畑
を
駈
け
去
っ
た
。
【備
考
】
同
上
。

前
○
空
間
基
底
核
限
定
内

28
8
12
9
[文
子
が
坐
っ
た
][
う
し
ろ
]の
窓
に
は
、
も
み
じ
が
青
か
っ
た
。
【
備
考
】
同
上
。

う
し
ろ
○
空
間
基
底
核
限
定
内

28
8
13
0
[空
地
を
隔
て
た
][
向
う
側
]の
鎮
守
の
あ
る
岡
の
杉
林
が
美
し
い
緑
に
光
っ
て
い
た
。
【備
考
】
[空
地
を
隔
て
た
]

[(
こ
ち
ら
の
)空
間
]。
同
上
。

向
う
側
○
空
間
基
底
核
限
定
内

28
8
13
1
[彼
の
家
の
焼
け
な
い
][
前
]に
も
お
の
ず
か
ら
僕
に
火
事
の
あ
る
予
感
を
与
え
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

【備
考
】
こ
の
「
前
」
は
、
過
去
の
あ
る
時
期
を
指
す
。

前
(=
往
時
)

一
一

総
体
限
定
内

28
8
13
2
[太
田
夫
人
が
持
主
で
あ
っ
た
][
前
]に
、
こ
の
水
指
が
出
来
て
か
ら
三
、
四
百
年
も
の
あ
ひ
だ
に
、
ど
ん
な
運
命
の

人
の
手
か
ら
手
へ
渡
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

前
(≠
往
時
)
○
期
間
基
底
核
限
定
内

28
9
13
3

[汽
車
や
汽
船
や
自
動
車
が
発
明
さ
れ
な
か
っ
た
][
前
]に
、
早
く
も
空
中
船
を
夢
み
た
所
に
、
学
術
の
進
歩
が
暗
示

さ
れ
よ
う
け
れ
ど
も
、
さ
り
と
て
ラ
セ
ラ
ス
と
プ
レ
リ
オ
ー
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
【
備
考
】
Nα
13
1に

同
じ
。

前
(=
往
時
)

一
一

総
体
限
定
外

28
9
13
4
[大
阪
へ
出
て
き
た
][
四
、
五
年
前
]か
ら
天
六
界
わ
い
を
う
ろ
っ
く
不
良
仲
間
に
入
っ
た
。

四
、
五
年
前
○

ト
キ
基
底
核
限
定
内

28
9
13
5
彼
は
[行
く
][
先
々
]で
面
倒
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
【
備
考
】
「
先
々
」
は
「
訪
問
先
」
の
意
味
。
「
先
々
へ
行
く
。」

先
々

一
一

総
体
限
定
内

28
9
13
6
[逮
捕
さ
れ
る
][
前
日
]、
四
月
二
十
一
日
の
夜
は
、
新
宿
に
い
た
。
(週
刊
朝
日
)

前
日
○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

28
9
13
7
[あ
る
精
神
病
院
の
門
を
出
た
][
後
]、
僕
は
ま
た
自
動
車
に
乗
り
、
前
の
ホ
テ
ル
へ
帰
る
こ
と
に
し
た
。

後
(ノ
チ
)
○

ト
キ
基
底
核
限
定
内

28
9
13
8

光
夫
は
藤
沢
市
役
所
に
宛
て
抄
本
の
送
付
方
を
手
紙
で
依
頼
し
た
。
滝
村
英
子
の
側
か
ら
言
え
ば
惜
し
い
こ
と
に
、
そ

れ
は
[彼
女
が
市
役
所
の
窓
口
に
問
合
せ
た
][
一
か
月
後
]で
あ
っ
た
。
【
備
考
】
原
文
は
、
「
一
か
月
」
だ
け
を
主
名

詞
と
す
る
。

一
か
月
後
○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

28
9
13
9
こ
の
ご
ろ
自
分
は
、
[深
酒
を
し
た
][
翌
日
]に
は
、
以
前
に
も
増
し
て
な
さ
け
な
い
気
持
に
襲
わ
れ
る
。

(下
に
っ
つ
く
)

翌
日
○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内
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28
9
13
9
と
り
わ
け
、
[不
行
儀
な
飲
み
か
た
を
し
た
][
翌
日
]は
、
や
り
き
れ
な
さ
を
通
り
越
し
て
肉
体
的
に
胸
が
む
か
む
か
す

る
。

翌
日

○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

28
9
14
0
で
も
[母
が
死
ん
だ
][
翌
日
]か
ら
、
私
は
母
を
だ
ん
だ
ん
美
し
く
考
へ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
の
。
/私

が
考
へ

る
ん
ぢ
ゃ
な
く
、
母
が
ひ
と
り
で
美
し
く
な
っ
て
来
た
と
い
ふ
の
で
せ
う
か
。

翌
日

O
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

29
0
14
1
[夜
の
間
に
強
い
雨
が
降
っ
た
][
朝
]、
そ
れ
こ
そ
拭
い
去
っ
た
よ
う
に
空
が
晴
れ
た
時
に
、
大
和
の
原
を
遠
望
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
【備
考
】
属
性
叙
述
文
が
成
立
す
る
。
「
鼻
ガ
長
イ
象
」
型
。

朝
一

一
総
体
限
定
内
外

29
0
14
2
昭
和
三
十
六
年
の
秋
、
文
芸
春
秋
社
の
講
演
旅
行
で
山
陰
へ
行
っ
た
。
[米
子
に
泊
っ
た
][
朝
]、
私
は
早
く
起
き
て
車

を
傭
い
、
父
の
故
郷
に
向
っ
た
。
【
備
考
】
こ
の
「朝
」
は
「
翌
朝
」
の
意
味
。
「
前
日
(ノ
夜
)」
を
基
底
核
と
す
る
。
朝

●
前
日
(ノ
夜
)
基
底
核
限
定
内

29
0
14
3
(酒
場
の
電
車
内
広
告
)/
[会
社
で
上
役
に
叱
ら
れ
た
][
帰
り
]【
備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
、

デ
格
の
例
。
「酒
場
の
…
」
は
情
報
提
示
。

帰
り

○
{会
社
}
基
底
核
限
定
内

29
0
14
3
(上
か
ら
っ
つ
く
)[
友
だ
ち
と
け
ん
か
し
た
][
帰
り
]【
備
考
】
基
底
核
が
、
デ
格
の
例
。

帰
り

○
会
社
基
底
核
限
定
内

29
0
14
3
(上
か
ら
っ
つ
く
)[
何
と
な
く
上
役
が
か
わ
い
く
見
え
た
][
帰
り
]/
/【

備
考
】
同
上
。

帰
り
○
会
社
基
底
核
限
定
内

29
0
14
4
そ
の
日
の
午
後
、
昌
子
は
[買
物
に
で
た
][
帰
り
]に
、
若
宮
大
路
に
あ
る
鎌
倉
彫
の
源
氏
堂
に
よ
っ
た
。
【備
考
】

修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
、
二
格
の
例
。

帰
り
○
{買
物
}
基
底
核
限
定
内

29
0
14
5
お
か
み
さ
ん
は
[お
使
い
に
出
た
][
留
守
]で
あ
っ
た
。
女
中
は
無
愛
想
に
私
を
迎
え
、
が
た
ん
と
ビ
ー
ル
瓶
を
置
い

て
栓
を
抜
い
た
。
こ
の
花
見
の
季
節
、
留
守
番
を
仰
せ
っ
か
っ
た
の
で
お
客
に
当
た
っ
て
い
た
。

留
守
○
お
か
み
さ
ん
基
底
核
属
性
付
与
内

29
0
14
6

そ
ん
な
こ
と
を
い
う
人
は
、
[空
襲
警
報
で
ど
こ
か
の
駅
へ
降
さ
れ
た
][
つ
い
で
]に
、
売
れ
残
り
の
耳
か
き
で
も
買
っ

た
こ
と
の
あ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
だ
。
【備
考
】
「
つ
い
で
」
は
、
本
来
的
事
項
に
付
随
す
る
同
時
的
機
会
を
指
す
。
前
者

を
基
底
核
と
す
る
が
、
構
造
的
に
ゼ
ロ
基
底
核
と
し
て
処
理
す
る
。

つ
い
で
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
0
14
7

日
本
は
第
一
次
大
戦
時
に
は
、
[ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
勢
力
が
東
洋
市
場
か
ら
手
を
ひ
い
た
][
そ
の
す
き
]に
、
中
国
、

南
洋
へ
の
り
出
し
て
ポ
ロ
儲
け
を
し
た
、
い
わ
ゆ
る
成
金
時
代
で
あ
っ
た
が
…
…
【備
考
】
「
す
き
」
は
「
不
在
」
に

近
い
。
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

(そ
の
)す
き
○
{…
勢
力
}
基
底
核
限
定
内

29
0
14
8
云
う
と
思
う
と
、
人
魚
の
体
は
海
月
の
よ
う
に
淡
く
な
っ
て
、
[や
が
て
氷
の
溶
け
る
が
如
く
消
え
失
せ
た
][
跡
]に
、

二
三
尺
の
、
小
さ
な
海
蛇
が
、
水
甕
の
中
を
浮
き
っ
沈
み
っ
、
緑
青
色
の
背
を
光
ら
せ
游
い
で
い
ま
し
た
。

跡
○
人
魚
基
底
核
属
性
付
与
内

29
1
14
9
弥
平
は
、
丁
重
に
礼
を
の
べ
て
彦
七
の
家
を
出
た
。
[定
友
か
ら
大
滝
へ
も
ど
る
][
途
中
]に
考
え
こ
ん
だ
。

途
中
○
(戻
り
)道
基
底
核
限
定
内

29
1
15
0
[弥
太
夫
や
間
瀬
九
右
衛
門
が
ず
う
ず
う
し
く
開
き
直
っ
た
][
背
後
]に
、
も
っ
と
強
力
な
誰
か
が
っ
い
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
【
備
考
】
「
二
人
」
は
「
弥
太
夫
や
間
瀬
九
右
衛
門
」
。
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
。

背
後

○
{二
人
}
基
底
核
属
性
付
与
内

29
1
15
1
よ
れ
よ
れ
の
シ
ャ
ツ
の
胸
を
は
だ
け
た
小
さ
く
痩
せ
た
爺
さ
ん
が
、
[お
か
っ
ぱ
の
五
っ
ぐ
ら
い
の
女
の
子
を
腰
か
け
さ

せ
た
][
横
]で
、
立
っ
た
ま
ま
呼
ん
で
い
た
。
【
備
考
】
修
飾
節
の
述
語
の
項
が
基
底
核
と
な
る
、
ヲ
格
の
例
。

横
○
{…
女
の
子
}
基
底
核
限
定
内

29
1
15
2
洋
館
の
階
下
の
便
所
は
[内
海
の
惨
殺
さ
れ
た
][
隣
り
]だ
か
ら
、
御
婦
人
連
が
そ
こ
を
避
け
る
の
は
当
然
だ
っ
た
。

隣
り
○
空
間
基
底
核
限
定
内

29
1
15
3

私
に
は
こ
う
い
う
気
持
が
あ
る
。
[早
く
田
舎
へ
帰
り
た
い
と
思
う
][
半
面
]に
、
最
後
ま
で
東
京
に
執
着
し
て
い
た
い

と
思
う
気
持
が
あ
る
。
何
か
面
白
く
な
い
出
来
事
の
起
こ
る
た
び
ご
と
に
、
そ
の
両
様
の
気
持
を
は
っ
き
り
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
【備
考
】
「半
面
」
は
基
底
核
「
気
持
」
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
「
気
持
」
も
基
底
核
を
要
求
し
、
修
飾

節
に
よ
る
基
底
核
修
飾
と
な
っ
て
、
[修
飾
節
]⇒
「
気
持
」
⇒
「
半
面
」
と
二
重
基
底
核
構
造
を
形
成
す
る
。

半
面
○
気
持
基
底
核
(限
定
)
外
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29
1
15
3

〔参
考
〕
[早
く
田
舎
へ
帰
り
た
い
と
思
う
][
気
持
]【
備
考
】
[早
く
田
舎
へ
帰
り
た
い
と
思
う
][
私
]。
「
気
持
」
に

対
す
る
基
底
核
修
飾
。
基
底
核
に
対
し
て
は
、
総
体
修
飾
と
な
る
用
例
が
多
い
が
、
稀
に
基
底
核
修
飾
と
な
る
用
例
も

あ
る
。

気
持
○
私
基
底
核
限
定
内

29
1
15
4
[聞
い
て
い
る
う
ち
に
話
が
疑
わ
し
く
な
る
][
一
方
]で
、
と
う
と
う
相
手
は
こ
ん
な
大
げ
さ
な
こ
と
を
云
い
だ
し
た
。
一
方
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
1
15
5
こ
の
「
隠
」
と
い
う
言
葉
は
、
[単
に
人
の
世
か
ら
隠
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
][
反
面
]、
逆
に
そ
れ
が
…
…
か
え
っ
て

一
っ
の
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
人
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

反
面

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
1
15
6
[小
さ
い
寺
が
占
在
す
る
][
ほ
か
]は
、
飛
鳥
川
が
流
れ
る
だ
け
の
平
凡
な
村
里
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
1
15
7
[事
務
的
な
用
事
で
電
話
し
て
来
る
][
他
]は
手
紙
一
本
よ
こ
さ
な
か
っ
た
。

他
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
1
15
8
女
御
更
衣
の
君
寵
の
争
い
は
、
[家
と
家
と
の
対
抗
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
][
か
わ
り
]に
、
そ
れ

ら
に
仕
え
る
女
房
た
ち
の
競
争
心
も
薄
れ
た
。
【備
考
】
「
か
わ
り
」
は
「反
面
」
に
近
い
。

か
わ
り
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
1
15
9
(こ
の
記
事
は
)[
倭
国
が
漢
人
の
注
目
を
ひ
い
て
、
東
洋
史
の
上
に
文
献
と
し
て
姿
を
現
わ
す
][
最
初
]で
あ
る
。

最
初

○
記
事
基
底
核
限
定
内

29
2
16
0

左
内
は
翌
年
、
二
十
四
歳
で
江
戸
へ
去
っ
た
。
そ
の
別
れ
に
臨
ん
で
、
彼
は
香
苗
に
向
っ
て
、
「
こ
ん
ど
帰
っ
て
来
た
ら
」

と
い
う
一
語
を
残
し
た
。
そ
れ
が
[彼
と
会
っ
た
][
最
後
]で
あ
り
、
彼
の
言
葉
を
聞
い
た
最
後
で
あ
っ
た
…
…
こ
ん

ど
帰
っ
て
来
た
ら
。
左
内
は
何
を
云
う
積
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
【備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

最
後

○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

29
2
16
1
(こ
の
青
年
は
)[
福
山
市
が
空
襲
を
受
け
る
][
当
日
]ま
で
、
そ
の
町
の
帝
国
染
料
会
社
に
勤
め
て
い
た
。
【
備
考
】

「
当
日
」
は
「
あ
る
コ
ト
の
日
」
。

当
日

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
2
16
2
[大
阪
に
移
っ
た
][
当
座
]、
彼
は
社
会
面
を
気
を
っ
け
て
見
て
い
た
。
【備
考
】
「
当
座
」
は
「
あ
る
ト
キ
の
後
、
し

ば
ら
く
」
。

当
座
○
ト
キ
(日
)
基
底
核
限
定
内

29
2
16
3
[全
国
で
推
せ
ん
さ
れ
た
][
中
]か
ら
…
…

中
○
人
・
モ
ノ
基
底
核
限
定
内

29
2
16
4
[闘
争
の
輪
を
拡
げ
て
い
く
][
中
]で
…
…
【
備
考
】
文
脈
が
不
明
な
た
め
、
仮
に
基
底
核
「
組
織
」
と
し
た
が
、

基
底
核
「
状
況
」
(事
象
付
与
)と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
二
重
基
底
核
構
造
と
な
る
。

中
○
組
織
基
底
核
限
定
内

29
2
16
5
[賛
成
反
対
で
沸
き
た
っ
て
い
る
][
渦
中
]へ
…
…
(ア
サ
ヒ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
)【
備
考
】
仮
に
基
底
核
「
混
乱
」
と

考
え
た
が
、
こ
れ
も
二
重
基
底
核
構
造
で
あ
る
。

渦
中
○
混
乱
基
底
核
事
象
付
与
外

29
2
16
6
住
職
の
田
山
道
詮
和
尚
は
、
父
と
禅
堂
に
お
け
る
友
で
あ
っ
た
。
道
詮
和
尚
も
父
も
、
[三
年
に
わ
た
る
禅
堂
生
活
を
し
、

そ
の
あ
ひ
だ
起
居
を
共
に
し
た
][
仲
]で
あ
っ
た
。
【備
考
】
「
仲
」
は
「
間
柄
」
の
意
味
。

仲
○
道
詮
和
尚
と
父
基
底
核
限
定
内

29
2
16
7
[彼
女
の
結
婚
し
た
][
相
手
]が
こ
の
渋
太
吉
で
な
か
っ
た
ら
…
…
【備
考
】
「
彼
女
ガ
ソ
ノ
相
手
ト
結
婚
し
た
。
」
相
手

一
一

総
体
限
定
内

29
2
16
8
[生
活
の
水
準
が
全
然
違
っ
て
い
る
][
同
志
]が
結
婚
し
て
…
…
【
備
考
】
二
人
は
状
況
が
異
な
る
こ
と
で
、
相
互

に
「
違
う
」
と
言
え
る
こ
と
が
表
現
的
に
共
通
す
る
「
同
志
」
で
あ
る
。
不
思
議
な
用
例
。

同
志
○
人
基
底
核
限
定
内

29
2
16
9

貴
ノ
花
が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
負
け
を
二
日
も
続
け
た
。
先
場
所
の
途
中
に
か
ぜ
を
ひ
き
、
体
調
を
こ
わ
し
た
が
、

そ
れ
も
回
復
し
て
、
こ
ん
ど
こ
そ
と
期
待
さ
れ
て
い
た
の
に
。
[負
け
た
][
相
手
]が
旭
国
と
栃
東
。
(下
に
っ
つ
く
)

【備
考
】
「
相
手
二
負
け
た
。
」

相
手

一
一

総
体
限
定
内

29
2
16
9
不
安
と
さ
れ
た
[体
負
け
す
る
][
相
手
]で
も
な
い
の
に
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
【備
考
】
「
相
手
二
体
負
け
す
る
。
」
相
手

皿
一

総
体
限
定
内

29
2
17
0
け
れ
ど
も
た
っ
た
一
っ
、
お
き
ん
に
は
[兄
さ
ん
が
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
思
う
][
理
由
]が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
う

で
あ
る
。

理
由
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外
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29
3
17
1

こ
こ
〔平
家
物
語
〕
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
は
、
同
類
の
物
語
に
は
見
出
し
得
な
い
人
間
造
型
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
、
[こ
の
物
語
に
い
た
っ
て
初
め
て
人
間
武
人
と
も
い
う
べ
き
武
人
の
合
戦
物
語
が
生

ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
][
理
由
]で
あ
り
、
(下
に
つ
づ
く
)

理
由

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
3
17
1
ま
た
[こ
の
物
語
が
、
語
り
も
の
文
芸
と
し
て
長
い
生
命
を
持
ち
、
広
い
支
持
を
得
た
][
理
由
]で
あ
る
と
思
う
。

理
由
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
3
17
3
[(
牧
野
さ
ん
と
私
が
)気
拙
く
な
っ
た
][
一
っ
の
原
因
]は
、
私
が
絵
を
う
ま
く
描
く
と
法
螺
を
吹
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。

…
原
因
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
3
17
4
プ
ラ
ウ
ダ
、
イ
ズ
ベ
ス
チ
ャ
各
紙
は
、
[西
独
と
中
国
が
"政
治
的
に
"接
近
し
や
す
い
][
要
因
]と
し
て
っ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。

要
因

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
3
17
5
伊
藤
の
暗
殺
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
統
監
を
や
め
て
は
い
た
が
、
[韓
国
人
の
こ
う
い
う
う
ら
み
が
凝
集
し
た
][
結
果
]

で
あ
っ
た
。

結
果
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
3
17
6

敗
戦
後
ま
だ
間
も
な
い
と
き
で
あ
っ
た
の
で
、
野
菜
の
仲
買
人
は
軍
隊
用
語
に
何
か
威
力
の
や
う
な
も
の
で
も
感
じ
て

怖
け
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
[戦
争
中
に
軍
隊
用
語
に
対
し
て
一
も
く
置
い
て
ゐ
た
コ
[惰
性
]だ
ろ
う
。
【
備
考
】
「惰
性
」

は
「
習
慣
」
に
近
い
。
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

惰
性

●
仲
買
人
基
底
核
属
性
付
与
内

29
3
17
7

静
子
さ
ん
は
、
家
族
の
こ
れ
ま
で
を
克
明
に
ふ
り
返
っ
た
。
さ
ほ
ど
甘
や
か
し
た
り
、
わ
が
ま
ま
さ
せ
た
っ
も
り
は
な

い
。
勉
強
し
ろ
と
せ
っ
い
た
覚
え
も
な
い
。
[祖
父
が
厳
し
か
っ
た
][
反
動
]で
、
夫
も
自
分
も
、
む
し
ろ
自
由
に
好
き

な
こ
と
を
や
ら
せ
て
き
た
。

反
動

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
4
17
8
[よ
ろ
め
い
た
][
拍
子
]に
私
は
彼
女
に
ぶ
っ
か
っ
た
。
【備
考
】
「
拍
子
」
は
「
は
ず
み
」
に
近
い
。

拍
子

△
φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
4
17
9
[私
が
食
べ
た
][
残
り
]

残
り
○
食
物
基
底
核
限
定
内

29
4
18
0
[た
ば
こ
を
買
っ
た
][
お
っ
り
コ
で
【
備
考
】
「
ソ
ノ
金
銭
デ
た
ば
こ
を
買
っ
た
。
」

お
つ
り
○
金
銭
基
底
核
限
定
内

29
4
18
1
[工
事
に
使
っ
た
][
余
り
]の
セ
メ
ン
ト
を
…
…
【
備
考
】
「
使
っ
た
」
セ
メ
ン
ト
に
対
し
て
「余
り
」。

余
り
○
セ
メ
ン
ト
基
底
核
限
定
内

29
4
18
2
[押
し
た
][
は
ず
み
]で
…
…
【備
考
】
「
は
ず
み
」
は
「
勢
い
」
に
近
い
。
文
脈
が
な
い
た
め
推
測
す
る
と
、
「
身

体
デ
押
し
た
」
。

は
ず
み
○
身
体
基
底
核
限
定
内

29
4
18
3
[一
年
中
村
あ
る
き
を
し
た
][
報
酬
]の
中
か
ら
【備
考
】
基
底
核
「労
働
」
と
も
解
釈
で
き
る
。

報
酬

●
人
基
底
核
限
定
内

29
4
18
4
[枢
を
焼
く
][
煙
]は
…
…

煙
○

{枢
}
基
底
核
限
定
内

29
4
18
5
新
羅
と
唐
の
連
合
軍
は
[百
済
を
屠
っ
た
][
勢
い
]を
駆
っ
て
、
こ
の
国
へ
押
し
寄
せ
て
来
な
い
と
も
限
ら
な
か
っ
た
。
勢
い
○
…
連
合
軍
基
底
核
属
性
付
与
内

29
4
18
6

圭
三
は
胸
騒
ぎ
が
し
た
。
[異
常
な
も
の
を
見
っ
け
た
][
動
揺
]が
し
ば
ら
く
続
い
た
。
【
備
考
】
「圭
三
」
が
定
指
示
の

た
め
、
限
定
で
は
な
く
属
性
付
与
と
な
る
。
「動
揺
」
は
人
の
心
理
で
あ
る
た
め
、
人
の
介
在
を
要
件
と
す
る
。
事
象
付

与
の
解
釈
は
適
さ
な
い
。

動
揺
○
圭
三
基
底
核
属
性
付
与
内

29
4
18
7

母
が
脳
溢
血
で
倒
れ
た
。
[自
分
の
国
と
、
夫
の
国
と
が
、
敵
同
志
と
な
っ
た
][
シ
ョ
ッ
ク
]も
、
そ
の
原
因
だ
ろ
う
。

【
備
考
】
「
母
」
に
っ
い
て
属
性
叙
述
文
が
成
立
す
る
。
基
底
核
に
関
す
る
「
鼻
ガ
長
イ
象
」
型
。
「
シ
ョ
ッ
ク
」
は
上

の
「
動
揺
」
に
準
じ
る
。

シ
ョ
ッ
ク
○
母
基
底
核
属
性
付
与
内
外

29
4
18
8
先
生
の
背
中
に
は
、
[さ
っ
き
縁
台
の
上
に
仰
向
き
に
寝
た
][
痕
]が
一
杯
っ
い
て
い
た
。

痕
○
先
生
基
底
核
限
定
内

29
4
18
9
背
中
に
は
[袈
裟
が
け
に
切
ら
れ
た
][
大
き
な
傷
あ
と
]が
あ
る
。
二
回
も
切
っ
た
の
で
傷
あ
と
は
そ
こ
だ
け
ふ
く
れ
て
い
る
。
…
傷
あ
と
○
背
中
基
底
核
属
性
付
与
内



( 一 b。 ) ー ミ ー

頁
Na

寺
村
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よ
び
備
考

主
名
詞
主
体
基
底
核
構
造
作
用
関
係

29
4
19
0
そ
の
赤
漆
の
と
こ
ろ
に
も
、
黒
い
漆
塗
の
と
こ
ろ
に
も
、
[よ
ご
れ
た
手
で
触
っ
た
][
指
跡
]が
歴
然
と
残
っ
て
い
る
。
指
跡
○
漆
の
表
面
基
底
核
限
定
内

29
4
19
1
そ
こ
が
飲
み
口
な
の
だ
ろ
う
か
。
/茶
渋
が
っ
い
た
と
見
え
る
。
し
か
し
[唇
を
あ
て
た
][
よ
ご
れ
]も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
/…
…
/(
下
に
っ
つ
く
)

よ
ご
れ
○
茶
碗
基
底
核
限
定
内

29
4
19
1
[文
子
の
母
の
口
紅
が
し
み
こ
ん
だ
][
あ
と
]な
の
だ
ろ
う
か
。

あ
と
○
茶
碗
基
底
核
限
定
内

29
4
19
2
[明
治
大
正
の
日
本
的
ス
コ
ラ
哲
学
者
た
ち
が
、
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
で
い
み
じ
く
も
い
っ
て
い
る
大
衆
を
「鼻
を
っ
か
ん

で
ひ
き
ま
わ
す
」
た
め
に
、
わ
ざ
と
し
ち
む
ず
か
し
い
言
葉
を
発
明
し
た
][
名
残
り
]で
あ
る
。

名
残
り
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
5
19
3
[彼
が
そ
の
大
金
の
一
部
で
も
使
っ
た
][
形
跡
]は
無
か
っ
た
。
【
備
考
】
事
象
付
与
の
解
釈
も
可
能
。

形
跡

○
{彼
}
基
底
核
限
定
内

29
5
19
4

あ
る
農
家
の
主
人
が
収
穫
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
保
存
す
る
穴
を
掘
っ
て
い
た
。
大
き
な
石
が
ク
ワ
に
当
っ
た
。
取
除
け
よ

う
と
周
辺
の
土
を
払
う
と
、
切
石
の
面
が
あ
ら
わ
れ
た
。
穴
掘
り
を
あ
き
ら
め
た
そ
の
人
は
、
間
も
な
く
死
ん
だ
。
/

「
[塚
を
掘
っ
た
][
タ
タ
リ
]だ
」
と
い
う
う
わ
さ
が
広
が
っ
た
。

タ
タ
リ
○

{塚
}
基
底
核
限
定
内

29
5
19
5
こ
れ
も
[美
奈
子
を
殺
し
た
][
罰
]と
い
え
ば
い
え
そ
う
だ
が
、
宗
三
は
そ
う
考
え
た
く
な
か
っ
た
。
【
備
考
】
「罰
」

の
基
底
核
と
し
て
「罪
」
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
事
象
付
与
の
解
釈
が
自
然
と
い
え
る
。

罰
△

φ
基
底
核
事
象
付
与
外

29
5
19
6
薄
い
講
の
降
り
た
場
末
の
町
筋
は
、
〔
と
う
に
店
を
仕
舞
っ
た
][
静
け
さ
]で
あ
る
。
【
備
考
】
「
町
筋
デ
と
う
に
店
を

仕
舞
っ
た
。
」

静
け
さ
○
…
町
筋
基
底
核
限
定
内

29
5
19
7
[自
分
の
孤
独
を
充
分
意
識
し
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
憎
む
][
涙
]で
あ
っ
た
。
【
備
考
】
「
人
」
は
「涙
」
の
臨
時
的
主

体
。
「
涙
」
を
《悲
し
む
人
》
の
比
喩
と
す
る
解
釈
も
可
能
。

涙
●
人
基
底
核
限
定
内

29
5
19
8
家
光
は
、
[十
兵
衛
の
居
な
く
な
っ
た
][
淋
し
さ
]に
耐
え
か
ね
て
、
そ
の
弟
の
友
矩
を
召
出
さ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
【備
考
】
感
情
を
表
す
抽
象
名
詞
は
、
人
を
主
体
と
す
る
。

淋
し
さ
○
家
光
基
底
核
限
定
内

29
5
19
9

「
そ
う
で
す
か
」
/彼
女
は
馬
鹿
み
た
い
に
答
え
た
。
空
い
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
引
き
寄
せ
、
そ
の
中
に
新
聞
屑
を
押

し
込
み
な
が
ら
、
自
分
の
今
の
呆
け
た
応
え
方
へ
の
気
が
か
り
と
、
[往
か
せ
た
い
相
手
に
居
坐
ら
れ
て
い
る
][
落
ち

っ
か
な
さ
]と
、
(下
へ
っ
つ
く
)

落
ち
っ
か
な

さ
○
彼
女
基
底
核
限
定
内

29
5
19
9
そ
し
て
[往
か
れ
ぬ
う
ち
に
親
密
な
一
時
を
も
ち
た
い
][
焦
り
]と
に
、
話
題
を
漁
る
。

焦
り
○
彼
女
基
底
核
限
定
内

29
5
20
0
い
ず
れ
は
逢
ふ
運
命
に
あ
る
と
い
ふ
気
持
が
、
[そ
の
機
会
を
待
っ
て
ゐ
る
][
不
安
]か
ら
逃
れ
た
い
と
い
ふ
気
持
に
な

る
。

不
安
○
人
基
底
核
限
定
内

29
5
20
1
[ミ
ス
・
リ
ー
を
男
と
思
い
違
え
ら
れ
た
][
お
か
し
さ
]で
、
藍
子
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。
【備
考
】
「藍
子
ガ
、
ミ

ス
・
リ
ー
を
男
と
思
い
違
え
ら
れ
た
。
」
に
変
換
す
る
と
、
間
接
受
動
文
で
あ
る
。

お
か
し
さ
○
藍
子
基
底
核
属
性
付
与
内
外

29
6
20
2
[足
の
し
び
れ
の
解
け
か
か
る
][
気
色
の
わ
る
い
心
許
な
さ
]に
…
…
【
備
考
】
基
底
核
に
関
す
る
「
鼻
ガ
長
イ
象
」

型
。

…
心
許
な
さ
○
人
基
底
核
限
定
内
外


